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朝鮮母線鏡山地域の稀元素鏡物に就て（其の一）
（昭和19年9月20日受領）
田久保實太郎
滑　川　　眞　吉
（I）竈
　本鑛山は其の近傍に小規模の合金石英脈が到る鹿に賦存してみるために夙に金鑛厘と
して認定せられた地域内にあって常時京城府鷺梁津香積輔姓氏の所有する所であった。
黙るに昭和14年偶々コルンブ石が蟹見さねるや佳友通信株式會泣は直ちに同鍍厘を買牧
し重て昭和16年新に日電興業株式會杜を創設し同社の資力によって同年秋頃より鍍屋内
の多数のペグマタイトの操鍍に着手した。英の結果該厘域内のペグマタイト中にはコル
ンブ石と共に織柱石の随伴する量をも亦可底り豊富であることが豫想せらる』に至った
ので昭和17年1月から本格的の超業鎧制の下に採鐘作業と並進して先っ第4坑のペグマ
タイトの探掘に着手した。
　爾來戦時下緊急要望せらるクンクル及ベリリウム資源であるコルンブ石及隷柱石の生
産を主要な稼業の封家として今日に及んでみる。其の間鑛山當路者は烈々たる敢圃清聴
を以て軍隊宛然に訓練されず二一般從業員の陣頭に立ち其の開講に從事された成果によっ
て鑛床の全貌は明かとなり鑛況は今日の様に進展した。今や世界戦争の様相は躍進せる
科學兵器によって愈々深安1附烈の度を川へて來た。賞に勝敗の決する所は確固たる経濟
力の基礎と共に一国の科學の進歩帥ち科學兵器の進歩に懸ってみると書ってよい。奥の
料學兵器費材としてク：／クル及ベリリウムが如何程重要なるか從って叉英の資源開嚢が
刻下如何程緊要の事であるかは筆者の敢て吸々を要しない所で本銭山霧展のため鑛山當
路者の御健闘を希求して已まない。
　本調査は朝鮮重要鏡物緊急開蟹調査團に参加して打つたもので調査に際して日電興業
株式會祓專務寺澤清太鄭氏並に丹隷鑛山及史内鑛山の職員諸氏の御援助に與った朋甚だ
多い。葱に謹んで感謝の意を表す。叉採取した鑛物試料の研究は一切目本學術振興含第
58小委員倉の援助に仰いだもので同委員會長紳津傲疏先生に感謝の意を表す。
（1I）　位置及交通
本鎖床は江原道鐵原郡葛宋画及金化郡酉画に亙る地域内にあって現在稼行地域は葛末
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面軍炭里の東部地帯，同文恵里の東北方地帯同龍華洞近傍地帯及金化郡西面白等星の南
方地帯である。鑛山事務所は軍茨里の東方凡そ2肝にあって京元線鐵原瞬から南東直距
離凡そ9桁の位置にある。
　鐵原瞬から葛末面文恵里に至る道路凡そ1蜥間は乗合自動車の便あって凡そ1時間を
要す。文恵里から鏡山事務研まで徒渉すべき道路は凡そ1一桁で左程の険路ではない。又
京城から金化に通する乗合自動車の使あって着しそれを利用すれば4～5時間で軍炭里に
到着し約4秤の徒歩で銭出事務所に到達することが出來る。稼業地域が極めて廣汎に亙
る故にこれを7つの厘域に分け第1中隊厘，第2中隊厘，第3中隊厘，第4中隊厘等と
呼構し各区域に中隊事務所があ亭。各中隊厘域間は漸く人の通ナる程度の岐路多く物費
の運搬等一般に不便である。
（㎜）地質反語床
　江原道金化郡から同春川郡史内画に五って虜く花開岩があり英の中にレンズ状をなし
て多数のペグマタイト及稀に石英斑岩の岩脈がある。叉花岡岩漿の迷入により捕獲され
たものと思はれる片麻岩が小田域に於て存在する所がある。ペグマタイトは長石，石英，
白雲母及黒雲母から成り長石及石英は共の中の大部分を占め白雲母及黒雲母は其の量至
って妙い。時には文象構造を示すものがある。ペグマタイトに瞳伸して稀元素鑛物の隷
柱石，コルンブ石，ユークセン石，ゼノタイム，モナズ石，燐友ウラン鑛等を産す。此等
の稀元素鑛物がペグマタイトの成分鏡物と如何なる実生關係に存するかは興味ある問題
であるが他の機舎に護ること』する。二股に微細な結晶が一様に分布するが時に鑛嚢状
をなして大形の美晶を産することがある。筆者が本調査地域に於て上記の稀元素鏡物の
存在を確め得た所は次の通りである。
　　　　線　　桂　　石
1．
2．
3．
4．
5，
6．
7，
8．
江原道鐵原郡葛末面軍炭里母線鑛山事務研の東北方凡そ1汗
同
同
同
同
同
同
同
　　　丹隷鎌山事務所の東北方凡そ1．2肝
草炭里東方凡そ1肝
龍華洞西北方凡そ500米
寵華洞東北方凡そ2．5肝
寵華洞東南方凡そ1・5析
文恵里東方凡そ2貯
金化郡四面白等星陰地村南方凡そ1桁
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9．
1O．
11．
1．
2．
3．
4．
5．
6．
？．
1．
2．
3．
4．
1．
1．
1．
2．
　　同　　　　　　　　陰地村南方凡そ1．5府
　　同　春川郡史内面幡岩里北方凡そ2肝
　　同　　　　　　　史倉皇酉北九そ700米
　：1ルシブ石
江原道鐵原郡葛末面軍炭里丹隷鏡山事務所東北方凡そ1．5桁
　　同　　　　　　寵華洞東北方凡そ2．5桁
　　同　　　　　龍華洞東南方凡そu肝
　　同　　　　　文恩里東方凡そ2桁
　　同　　　　　文恵里東北方凡そ2府
　　同　　　　　　文恵里東北方児そ6桁
　　同　春川郡史内面史倉里西北方凡そ700釆
　号　ナ　ズ　石
江原道鐵原郡葛末面軍炭里母線鑛山事務所東方凡そ1．5肝の川砂から水選した砂
　鍍
　　同　　　　　　事務所の東北方1・獅
　　同　　　　　龍奉洞東北方凡そ2．5桁
　　同　　　　　文恵里東北方凡そ6桁
　ユークセシ石
江原道鐵原郡葛末面寵華洞西北方凡そ500米
　セノタ4ム
江原道鐵原郡葛末面軍炭里丹隷鑛山事務所東方凡そ1・5肝の川砂から水翠した砂
　鎖
　梶次ウラシ竈
江原道鐵原郡葛末面文恵里東方凡そ2桁
　同　春川郡史内画史倉里西北方凡そ700米
（IV）竈元奏産物
1）練　　撞　　石
　本鎖物は一般に小さな結晶をなしてペグマタイト脈中存在すれども時には局部的に聚
合して亘晶をなすことがある。斯様なものは空としてペグマタイト岩漿の最後の過程に
於て生成したる石英中に存す。
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　色は新鮮なものでは淡緑色透明なれども多くのものは風化饗成して無色或は淡黄色と
なり外見辛透明或は不透明である。蟹化の甚だしきものは英の表面に雲母及陶土の受戒
物を附着するものがある。第3中隊厘龍華の東南方凡そ1．5貯金錫産のものは淡綾色相
々透明の結晶で長石及石英から成る文象構造のペグマタイト中に略友一様に散融す。
硬皮は7～8で比重罎法による比重の測定値は次の通りである。
試料1・（丹繊出産）（3測一λ…
試料（史内鍍雌）（3炉〉一㈱
分析に供するために比重測定に用ひた試料を細末にし凡そ6倍の炭酸曹達と共に熔融し
融成物は熱水に塵理漏別した。残澤は炭酸曹達液にて洗樵し再熔融を繰返し次る後蟻酸
に熔解し蒸襲乾掴して一部の不溶Si0里を分離減過した。濾液には堕化アンモ星ウム及ア
γモ呈アを川へて鐵アルミ星ウム及ベリリウムを水酸化物として沈澱せしめ其の全量を
決定したる後再溶解し2分して各溶液に就てアルミニウム及鐵を各々定量しべ”ウム
は英の差より決定する方法を探った。炭酸菌達熔融の融成物産理液は堕酸にて酸性とな
し蒸襲乾潤してSiO里を分離定量し英れの減液からは一部分のベリリウム及アルミニウム
を定量した。カルシウム及マグネシウムは常法によリ感化アン毛ニウム及アンモニア沈
澱ね液から定量した。
　上記の方法による一分析結果は次の通りである。（小泉瑛一氏分析）
成　分
Si0，
Al，0品
BoO
FeO
C■O
灼熱減量
　計
丹擦鉱山産
　（％）
　66．74
　17．58
　14，58
　0，55
　0．95
　］00．40
史内鏡山産
　（％）
　65．39
　20．36
　11，98
　1，03
　0，14
　1．一2
ユOO．02
　上表に示す両分析値を対照して特に顯著なことはBe0及A一里O緕成分に於て共の含量
．著しく異ることである。勘ち丹綾鏡山産は史内鉄山産に比してBeO成分の含量大であ
るがA】。O減分の含量はそれと反射に略々同程度小である。Si0里，FeO，及CaO成分の
含量に就ても雨春梢々異なれども其の蟹化量極めて少い。元來緑柱石は饗質を受けるに
從って英れの化蔓成分を潮吹蟹化するもので同座功試料と雌も襲質度に臆じて種々の値
を示す。而して英の饗化は殆ど常にBeO及Si02成分の含量を減少しAl．O雷及H20
域分の含量を増加する傾向を示す。而して共の増減の割合は特に及O及Al，O。域分に
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於て顯著であることは一般的の事費である。今上記爾試料の分析値の相違を核分析試料
の蟹質の皮に因るものとすれぱ共の結果はよく上述の一般的事費に符合す。
　本銭物の化學組成を決定するために上記の分析値から各成分の分子比を計算した。此
の際Ca0及FeOはP．GrOthの者へに從ってBeO成分の一部を表すものと考へた。
英の結果は次の通りである。
　　1．二便元素RIIO：
　　　　　三1／幾劃ぶ劃
　　2．三使元素R里InO孟：
　　　　　AI，03…………0．1724　　　　　　　0．1997
　　　　　　　　　　　（母線鐘山産）　　（史内鏡山産）
　　3．　　．Si02　．．＿一＿．。。1．1112　　　　　　　1．0887
　　　　　　　　　　　（丹繍鉄山産）　　（史内鑛出産）
故にRIIO，R2mO鴉及ぴSiO。の分子比の比を求むると次の結果になる。
丹糠鑛出産　RIIO：R里m0品：SiOFO・5905　0・1724：1．1112
　　　　　　　　　　　　　　　　＝3，19　　　　　0，92　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　≒3　　　　　1　　　6
史内鑛出産　RIIO：R里1II0。：SiO。目0．4956　　0．1997：ユ．0887
　　　　　　　　　　　　　　　　目2，73　　　　　1，10　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　≒3　　　　：1　　　6
上記の様に丹綴鑛山産試料ではR1I0成分及史内鑛出産ではIl，lIIO域分の分子比が稿々
犬であり換言すれば丹隷鑛山産試料ではR．IIIO錺成分及史内鑛出産ではRIIO成分の分子
比が梢々小で一あるがRnO，R・IIIO晶及SiO・の分子比は何れも略近的に3：1：6の比に近
い値を示す。從ってC．F，R乱mmelsber～〕以來考べられた化學式に一致する結果を示す。
　帥も化學式は3RIIO・R里III0王・6Si02＝R～I　R2III（Si03）6
　　　　　　　　　　　　　　　　　！（Be，Ca，Fe）畠A12（SiO鴉）6
となり跳，A一のメグ珪酸盛であることを示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　＝1ルシブ石
　本銭物は本銭山稼業の封家をなすがペグマタイト中に含まれてゐる量は極めて寒い。
筆者は鎌屋内廣く分布する。
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ペグマタイトに就て営で探掘されたことのあるもの或は現に探掘中の多数のものを一膝
調査したのであるがその中から本鑛物を採取し得たものは共の中の数ケ所のペグマタイ
トに過ぎなかった。而も共の存在量は現在爆破後の岩石塊片から採取せられつムある。量
及ぴ共の際の粉鑛を水選し得られたものの最から推して現在の塵第4坑及第7番坑が最も
多い様であるけれどもそれとて其の量は甚だ少い。然し時局の緊急な要求は生産量の多
少に關係なくその開襲を必要とするのである。本銭山鑛屋内に分布する多くのペグマタ
イトは共れの構成鏡物の種類性質から略共同種であることから随伴する量の差異こそあ
れ何れも本鑛物を件ふものであることは営然期待され得る。このことは風化雷壊したペ
グマタイトが附近の流水によって運搬堆積された砂礫を水選すれば相當量の砂鑛を採取
し得ることから想像され得る。故に現在本鑛物を随伴せないと思はれペグマクイ“に就
　　　　　　　　　　榮　1　回　　　　　　　　　　ても同様の探鑛が必要で
「　　　　一I．　　　　　」　一．」　　　　」一．’…．　　あるが速急の開講が要望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せられる刻下の事情では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それと同時に資源的に更
懇書舳、：曲二一一．咄岨，一一＃．、．．．
に有利と思はれる各湊川
域の沖積暦の砂礫を水選
する計劃を樹てることは
更に有利ではないかと一思、
惟せられるのである。
　第3中隊厘域龍華7番坑
中から拐…取されたコルン
ブ石は径2糎鹸の大形で
結晶面の明瞭なものがあ
った。又粉鑛を水選した
砂鑛中にもユークセン石
と共に結晶面の明瞭な試
料が採取せられた。色は
黒色條痕は暗褐色にて亜
金属光澤を示し普通　般
のコルンブ石の性質と簗
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りはない。結晶面としては。（OO1），a（コOO），b（O1O），y（210），m（11O），g（130），n（163），
u（133）が観察せられた。（第2圖及第3圖を参照）
　　　　　　　　　　第　2　固　　　　　　　　　　　　又砂鑛中には得た試料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中には（021）面を双晶面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とする双晶片が多数見出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結晶の一心塊（1．8684瓦〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を絹の繊隷に品しアルコ
　　　　　　　　　　岨　　　　　　　　　　　　　　　　ホ，ルにて浸洗した後之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れを乾燥し化學天秤によ
　　　　　0　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　つて水中に於ける重量減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から英れの比重を計算し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†：。又別に適當の粒に障
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き比重層法によって測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。英の値は次の様で
　　　　　　　　　　　第　3　図一　　　　　　　　　ある。
　　　　　　a（1OO）　c（O01）　b（010）　怖（110）　　　　　　、（、、。）、（1、。）、（、、、）．、（16、）　　　比重（’51ざ）一・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡5，530（上ヒ睾巨資呈6
”6”
α
ノ
6
　　　　　法による）
倫此の外調査した匿城中
江原道春川郡史内面史倉
里の西北約700米標高約3
60米の位置のペグマ＞イ
ド中にも産す。同ペグマ
クイ・トは営で綴柱石及コ
ルンブ石を日的として露
頭の開掘を試みられた所
であってコルンブ石と共
に燐茨ウラン鑛及隷柱石
を随伴す。コルンブ石は
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長石と共生し表面は著しく風化して鐵及マンガンの酸化物の皮穀を被り褐黒色を呈して
ゐるものが多い。然し弾きたる破面は黒色亜金属光澤を示して丹糠産のコルンブ石と同
様である。定性分析の結果鐵・マンガン，ニオブ及クンクルが検出された。
　単一の結晶個髄と難も英の中に屋々長石及雲母を緻密に爽在す。或は風化果成物と者
へられる褐色或は黒褐色の鐵或は満俺の酸化物の皮殻を被ることあるが故に特に新鮮な
分析試料を得るためには可なり多くの原試料の障粒から丹念に選別することが必要とす
るのである。本分析に於ては樫凡そ2糧の結晶個誰を矢づ適當の細粒に棒き蹟大鏡下に
て前述の長石及雲母の來雑物を附着せず且つ風化暴威物の皮殻を被らない鐵黒色で亜金
属光澤を示す砕片のみ凡そ1gを選別して先っ比重罎法によって比重を測定し亜てこれ
を更に細末にして分析に供した。
　分析の方法は先っ該試料を重硫酸ナトリウムと熔融し融成物を熱水に塵理し亜酸硫瓦
斯を通じ煮沸によってニオブ及タンタル酸を沈澱せしむ。沈澱は識別し再熔融し同様な
操作にて再沈澱せしめた。沈澱は滴別してそれから呈オプ及タンタル更にそれと共存す
る錫及川方を定量した。ニオブ及タンタルの分離定量はMarigme法によった。湘液
には濃硝酸を川へて煮沸し堕化アン毛ニウム及アニ・モニアにて鐵，アルミ昌ウム，マニ・
ガ：／の一部及稀土類を沈澱せしめそれのi慮液から普通の方法でマ：／ガン，カルシウム及
マグネシウムを定量した。沈澱は盟酸に溶解し中和した後に稀土類を穆酸監とし分離定
量し滴液から鐵，マンガン，アルミニウムをそれぞれ分離定量した。以上の操作による
分析結果は次の通りである。葱に象考のために筆者の2〕営で分析した朝鮮平安北道朔州
郡銀倉里銀谷餓出産のコルンブ石の分析結果を併記した。
　　　　　　　　成分　　　　　　　丹燦鐵山産　　　　　銀杏鎖出産
CaO…………・・
M90　・……・…
Fo0“………
M皿O　・…
A1203・・…・・・…
T1102＋稀土・・
Ti02………・・
Si02…………・・
S口02・・・・・・・…
Nb20品・・…・…・・
Ta205・…・・
H；O・…・…・・…・
　青ト…………
　（％）　　　　　　　　（％）
　O．42　　　　　　　　　0，00
　0，00　　　　　　　　　0．29
。．．16，40　　　　　　　　　　　　　　7，31
　4．31　　　　　　　　　　　　12，19
　0．ユ．6　　　　　　　　　　　　　0，17
　　　　　　　　　　0．O0　0．12　　　　　　　U02目O．09
　　－　　　　　　　　　　　O．3
　0，13　　　　　　　　　0，00
　0．OO　　　　　　　　　O．32
．l117：1裏1脇・・ ll11：／舳
　O，26　　　　　　　　　　　　　0．22
、．．X9．87　　　　　　　　　　　　　99．76
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　上記の分析結果から明かなる様に何れもNb里0。の含量がTa，0。の含量より大でコル
ンブ石に属す。而して平安北道銀谷鏡山産ではFθ0の含量よりMnOの含量大でマン
ガンコルンブ石（Manganocol・mbite）化属するが丹緑鏡山産は反射にFeOの含量がMnO
の含量より大である鐵コルソプ石（Fe・・ocO1口mbite〕に属す。然し英他の成分の分析値は
極めて少く且略々同様である。
　本銭物の化學式を決定するために上記の分析結果から主成分Fe0，MnO，Nb，05及
Ta．O。の分子比を計算し沈。英の結果は次の様である。
1）二便元素R0：?P111111’．1’Il11薫1：／・1・…
2）五償の酸基元素P1：lllll∵．．満11伽・
　上記の計算値から（FeO＋Mn0〕及（Nb．0。十Ta．O。）の分子比の比を計算した。英の結
果は次の通りである。
　　　　（FeO＋MnO〕：（Nb空05＋↑a，05）昌0．2891．：O．2872
　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒　　1．　l　1
　これによって本鐵物の化學成分は鐵及マンガンのメクニオブク：／クル酸監で次の化學
式に該當し從來考へ來った化學式と金く符合するものである。
　　　　（Fe，Mn）O（Nb，Ta〕205＝（Fe，Mn）〔（Nb，Ta）O苦〕，
　元來コルンブ石及ダニ／クル石はNb．O。及びTa．O。の含量の割合によって著しく英の
比重を異にするもので若し其の含量の割合に關係なく分子審が同様であると假定すると
きはTa里0月の含量増加する程比重も亦著しく増加することはTaの原子量がNbの原
子量に比して著しく値の大なることから當黙考べられる所である。印ちコルンブ石成分
からタンタル石成分になるに從って比重値は著しく増大す。此の事はDana，B10mst・and，
M2・ighエ。，MOgge及Winche1等によって考究ぜられた所であって實験的に測定したFeO，
Mn0，Nb．0。及Ta，O。成分の含量と比重値の關係曲線を定めてそれによって銭物の比
重Iを測定すれば略ミ共れの化學成分をト知し得ると述べてみる。但しFe0，及岬0の
含量の割合による愛化はFe及Mnの原子量の近似してみるために大した蟹化はない。
筆者はT．H，St・rdiva耐かコルンブ石の結晶購造の研究によって得た格子恒数
　　　　a白5，082A　　　　　b昌14，238A　　　　　c＝5，730A
及軍位格子中に4個の（Fe，M1n）〔（M〕，Ta）O躬〕，分子を含むといふ實験的結果を用ひて理論
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釣にFe（NbO舌）・，M1n（NbO・）・，Fe（TaO山及ぴMn（Ta0艘〕・の比重を嘗て計算した。英
の結果は次の通りである。
　　　　　　　　　　　　　　　。．5，375Fe（NbO舌，｛｛
　　　　　　一
　　　　　Fe（Ta03）2　　　　　　　　　　　　・．8，175
　　　　　手］M［n（NbO舌〕2＿＿。。＿＿一5．360
　　　　　1M。（肌〕，　．。、。、
今Fe（NbO。〕2及Fe（Ta0。〕，の種々の割合から成る鐵コルンブ石一鐵ク：／クル石系の比
重及㎎n（NbO孟〕，及Mn（Ta0品），の種々の割合から戒るマ：／ガンコルンプ石一マ：／ガ：／
タンタル石系の比重を計算してそれとTa，O。／（Nb．O。十Ta里O。〕の關係曲線を示せは第4圖
にて表す通りの結果を得た。
　　　　　　　　　　　　　　　第　　　四　　　日
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　　　　　　　　　　　　　　　　　比　　　立
圖上（1）及び（2）の・は著者の分析した丹隷鑛山産及ぴ銀杏鑛出産のコルンブ石試料の比
重の示す位置であり英他の。はこれ迄報告された世界各地産コルンブ石で分析に供せら
れた試料の比重の示す位置に相當す。尤も同産地試料と雌もN』O。及Ta．O。の割合は
必ずしも同様の値のものでなく多少の相違の存する．ことは凋りコルソプ石に限ったこと
でなく其他一般にニオブクシクル酸鋳物の分析を行ふ時握々経験する所で從って同産地
試料と雌も英他種々の比重のものも存在する筈であらう。圖上に見らるム様に（1）（2）及
び世界各国の試料の比重値が何れも關係曲線の近域にあって從って英れの比重が化學威
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分から計算した理論値に近似的に一致することを示すものである。然し勿れの試料と雌
も前記分析値が例示するが如く純樺に（Fe，Mn）〔（Nb，Ta）O雪〕，の化學式にて示されるも
のでなく共他多少の不鈍物を合有してみること並に共の質が完全に緊密で次くて小裂強
の存在も當黙考べられるので一般には理論値より梢々小値を示すことになることが普通
であらう。
　　　　　　　　　　　　　　　　モ　ナ　ズ　石
　本鑛物を本鱗床内に産することは從來注意ぜられ凌かったものである。實際ペグマタ
イトの探掘現場に於て多量にこれを観察することは採取容易ではない。筆者は此の地域
調査中第1中隊厘城中g番坑内に於て黒雲母の申に來在する樫3粍鹸の結晶形不眠の小片
多数及第3中隊厘寵華の東北方凡2．5kmのペグマタイト中に長石に伜って煙凡そ1cm．
の結晶形の明かなものを採取した。
　恐く雲母中に來在する期待の下に各ペグマタイトを観察したのであったが英他に於て
は嚢見することは出來なかった。斯様にペグマタイト白髄に於ける観察は極めて僅少で
あるけれどもペグマタイトの崩壊還搬された漂砂或はペグマタイト探掘のため爆破した
細粉を丁寧に水選すれば英の中に極めて稀にコルンソ石と共に混在するモナズ石を選別
することが出來るのである。このことは第4坑探掘現場の粉鎮を水選した砂鎖及第1中
隊圓ペグマタイトから探掘した粉鑛を水選した砂鋳中に就て経験することが出來る。
英他試掘1番坑ペグマタイト附近の湊川底の砂をフk選した砂鑛中にも褒見されるが英の
含有量は外の何れの場合より甚だ多くて而も共の砂鐵中のものは大きくして明かな結晶
形を示すものが多い。結晶の大なるものは種1糎にも及びそれと共に八面髄の美晶をな
すゼノタイムをも褒見することが出來る。第1坑附近の湊川中の砂が特に著しく多量の
そナス石を合有することは同漢州上流地域に於て特に毛ナス石を随絆するペグマタイト
の存在することも期待され得るあであるが恐く此の附近小国域に五って分布する片肺岩
中に副成分として1存在してゐたことに由來するならんかとも者へらる。モナズ石の結晶
はa（100），c（OO1），b（010），㎜（11O），w（101），e（On），x（i01），寸σ11），y（111）及さ
甚だ稀に柱面（320）から成る、底面（OO1）及柱面（320）を有することは極めて稀らしい
ことである。面角測定の結果は次の通ゆである。
燃111111二…lll；燃11111；ll
（110）〈（O11），附59I／。’（不確實）
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比重罎法によって測定した比重は次の通りである。
　　　　　　比重（饗）一・…　母線鑛出産
　　　　　　比重（饗）一舳・・栢梁面産
第　　5　固　田
　第　5　固b
田（100）　m（11O）　w（lOl）
x（101）　　1一（111）
　　　　　κ
　C
宙（1oo）
c（001）
m（11O）
・（101）
・（fl．1）
　d
・（i1）
田（1oo）
m（11O）
・（iO1）
α 〃
貫　　　7
　1番坑附近の湊川底の砂を水選した砂鑛中から選別した赤褐色不透明の手ナス石を細
末にして分析試料に供した。本砂鑛から採取した毛ナス石には帯隷黄色相々透明のもの，
褐色透明のもの，赤褐色不透明のもの等外観種々の色調及び透明度を示すものがあって
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それらは文化學成分に於ても各々蟹化あることは當黙考べられるので本分析では特にそ
れらの中から赤褐色不透明な同種の色を示すもののみを選別して分析した。
　分析方法は先っ試料を濃硫酸と共に白金蒸護血中にて重湯煎上に加熱分解し不溶残澄
は一旦濾別し更に炭酸ナトリウムと共に熔融して融成物を堕酸で分解し蒸留乾洞を繰返
したる後騨酸及水にて産理す。不溶残笹は濾過し灼熱捧呈し次に弗酸と硫酸と共に塵理
し更に灼熱して共の減量からSiO・含量を定量した。最初の硫酸分解の識波及炭酸ナトリ
ウム融成物の分解塵理液は合して監化アンモニウム及アソモニブで塵理し鐵，ブルミニ
ーウム稀企及びトリウム等を沈澱せしめ沈澱は硝酸に溶解しアンモニアにて中和したる後
穆酸にてトリウム及稀土を分離しそれぞれ定量した。アゾ手ニブ沈澱の議準からは普通
の方法によりマンガン，カルシウム及マグネシウムをそれぞれ定量した。穫酸沈澱の損
液は英の中の穆酸を分解して鐵アルミ星ウム及一部該沈澱中に來在する一カルシウム及マ
グネシウムーを定量した。燐酸は別に試料を秤量して炭酸ナトリウムと共に熔融し融成物
を熱水にて虜理した溶液から定量し走。上述の方針の下に分析した結果は次の通りであ
る。薮に著者の分析した朝鮮平安北道鐵山郡栢梁面産モナズ石の亘塊に就て分析した結
果をも，比較参考に資するために併記した。
　　　　　　　　成分　　　　　母艦錨出産　　　　桶梁面産　　　　　　　　　（％）　　　　　　　（％）
MgO　　　　　　　　O．02　　　　　　　0．00
Ca0　　　　　　　　0，99　　　　　　　0．02
Fo20割　　　　　　　　　　3，08　　　　　　　　　3．75
A120里　　　　　　　　　　0，70　　　　　　　　　1，20
0日203　　　　　　　　　　29．54　　　　　　　　　30．33
C8．族称二I二　・…　　　　　　　　　25．96　　　　　　　　　　　　　27・05
V族稀土・…　　　　．…・1，53　　　　　　　1．38
Si0パ…一“…一一”“．“．H…・1，71　　　　　　　　　　2，19
Th0ガ…．．．一一一　　　　　“・7，84　　　　　　　　　7．04
U30o・………　　　　　　・・O・20　　　　　　　　　　－
P205．一．、……　　　　　　　28．30　　　　　　　　　26．85
Hρ十〕・・…・・　　・…0・50　　　　　－
H里0’j・……　　　　　　…O・31　　　　　　　　　0・19
　1f　、．．。　　　　　　　　　＿一00．68　　　　　　　　　　　　100．60
上記の両分析値は凡ての成分に於て略相一致してみる。これは特に分析試料とし選別し
た丹緑鏡山産が外観よく栢梁面産に酷似してみた事に因るとも者へらる。
　化學組成を決定するために各成分の分子量から分子比を計算した。此の時Y族稀土の
平均分子量はそれの硫酸監及それを灼熱して得た酸化物の重量比から計算した。それに
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　より
　　　　　　　　　　　　　　　　ΣR・（SO・）詩＿λO
　　　　　　　　　　　　　　　　　ΣR里O誼
の値から平均辱子量g6・1を得た。Ce．族称土に観ては　La，Ce，Pr，Nd，Sm」及1Euの六
元素の原子量の平均値144を探った。個し分析値に表れてゐる微量成分CaO，MgO，U．O。
は之を無税して者へ。た共の結果は次の通りである。
撫肌：撃撃戟謫?謐蛛Q鵬
　　　　　　　　　　　線11111ニニニニニ1二割
　　五憤の酸基元素　　P．Oパ・・………・…・・………O．1992
今R，IIIO。と二P．0、の分子比の比を計算すれば次あ緒巣となつて略近的に相等しい。勘ち．
　　　　　　　　　　　　R2mO宝：P里O月ミO．1899：O．1992
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　1　：1．05
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒　1　：1
同様の計算を楕梁面産モナズ石に就て計算した結果を参照するも略々同様の結果を得た。
印ち
　　　　　　　　　　　　R里II　O。：P205目O．2139：O．1890
　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　1　：　O．88
　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒　1　：1
從って共の化學式は三憤元素圭として稀土元素の燐酸盤として表はされる。帥ち
　　　　　　　　　　　　R，mO，：P空05＝R2II「‘P04）2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝（Ce．Nd……）2（P04〕，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’≡2（Ce，Nd……）P04
但し桶梁面産の毛ナス石は三憤の麗基元素の分子比とて分子比は上記の化學式にて示さ
れ得る値から梢ミ偏借す。これは恐く裂瞭の多い本鑛物中に風化果成物の含有せらる」
量の多い事に麟困するならんと者へらる。猶モナズ石中に於けるトリウムの存在状態に
就ては從來種々の議論のある所で現在筒野間のある所である。今前記の分析値からThO，
及SiOlの分子比を比較すると次の結果となる。
　　丹隷鏡山産　ThO。：SiOFO．0297：O．0285＝1：O．96≒1：1
朝鮮丹繰鑛山地域の稀元素鍍物に就て（奥の一） 85
第　　　6　　　回
第 7　　　圃
次長（A）
液
の
100
房∫0
さ
（粍）
O
垂≡1
≡・1壷11≡：11
姜≡
M一15m
1萎111≡萎11
鍛 MM
一韓 M
序
sm　Mル　　序 Nλ N4
3000 4000　　　　　5000
100
50
0
6000
86 田久保，滑　川
　　相梁面産　　　”　　O・026710・0249＝1：O．93≒1：1
勘ち丹隷鉄山及び柏梁面産に就てTh0。及SiO里の分子比は略相等しく從ってモナズ石中
に於けるThの存在をThOrite　ThSiO。成分とし存在すとすれば好都合な結果を示す。
　稀上元繁の硝酸溶液を作りべ＾リrの吸牧管にて吸徴スペクトルを撮った結果は第6
園の通りで其れの吸改曲線は第7園にて表す通りである。それによるとNd，Pr及S　m
の吸放線が極めて明瞭に表れてゐる。
　　　　　　　　　　　　　　　　ユークセシ石
　本銭物はペグマタイトの成分鏡物中生として長石内に微細な結晶として存在し英の太
さほ普通樫2mm．以下のものである。而して英れが存在する周蓬の長石は常に放射能に
よって桃紅色の星影を生じ英の所在を春場に認むることが出來る。本銭物を産するは當
鉱山地域中特に寵華7番坑のペグマタイトで爆破によって得られ†こ粉銭を水選した砂鎖
中にコルンブ石と共に採集することが出來る。結晶の明瞭なものは殆どない。中には只
桃赤色の星影のみで英の中核に當ってユロクセン石を見ない場合もあるが英の場合は剥
落したか或は風化次成物を残して流亡したのであって桃赤色の箪影は殆ど常に英の所在
を指示するものと者へてよい。色は褐黒色で樹脂光澤を呈し薄い破片は稲肩透明である。
　水選によって得た砂鑛を捜大鏡下にて殆ど長石を随伴せない試料凡そO・49009を選別
することを得たのでこれを細末に確さ分析に供した。分析方法は大髄著者3〕が曹で滴洲
國産ユークセン石の分析に適用した方法を準用した。
　分析結果は次の通りである。但しTi0。の定量は分析操作の誤りから・舳こ凡そO．05g
の試料により比色法によ．り決定したものでそれの分析値は元より不正確を免れない。
　　　　　　　　　成分　　　　　　　　　　　　分析値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　　　　　　　　　C80・・・・・……………・・……・・“・………2．93
　　　　　　　　　　MgO…・…・…r・・・……………・…一・…0．OO
　　　　　　　　　M皿0……・・…・・“・…・・・・・・・・……・・・・・・…O．OO
　　　　　　　　　PbO……・…・…・・…・・・・…．・…………・・0．77
　　　　　　　　　　Fe，03　。…．…．。。…一．、。。．……．．……、、．．・7．53
　　　　　　　　　A1203＿一“……．、．．．・．．．…．一。…・・・・・・…Z53
　　　　　　　　　Ce20王．……＾……．．。．、．…．…一．．．……一0．43
　　　　　　　　　Ceカ奏稀＝Iヒ・・・・・・・…　“・・・・・・・・…　、．．、・…　．．。一．0．31
　　　　　　　　　　Y族称士…………・・・・・・…．・…、……16．89
　　　　　　　　　Th02　…“……。．…．一一．………。一…・…・1．39
　　　　　　　　　Si0，．“、…川。…＿…．．……＿…一。…一．一2．69
　　　　　　　　　Ti02。一。一＿．．…。…＿…＿一、．＿＿…・．．16．18
　　　　　　　　　S口Cら・・“・““・・・・…　“・“・・・・・・・・・・・・・…　“…　O・36
　　　　　　　　　U詞0草＿＿．、…＿．，・”・”・。，．＿．，＿、＿．10，80
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叢二：／・・
…　37．38
　　　　　　　　　　H20………………………………・・…・O．36
　　　　　　　　　　　計……………・・・………・・…一…1OO．55
　本鑛物の化撃組威を決定するために上記の分析値から各成分の分子比を計算した。共
の結果は次の通りである。此の際Ce族称上の卒均原子量は別に測定を行はすし下モナ
ズ石の場合と同様にLa．Ce，P・，Nd，Sm及E・の6稀土元素の原子量の不均値を用ひ
Y族称士の平均原子量は著者が等で満洲産ユPクセン石に就て其れの無水硫酸璽及酸化
物の重量比からと實験的に決定した値103．5を偶に鱒用した。然しNb．O。及Ta．0。の分
離は別に行はなかったので全部Nb・O・・と見倣して計算したので從って（Nb，丁蔓）・O・の
分子比は梢々過大なる筈である。U’品O高成分は二便のウラニイル酸化物の（U01〕O成分
と考へた。
’）二便元素Rn0：b．　lllll：l1・…
舳素肌P1111二糺、
　　　　　　　　　　　　　　　　終二二二一欄
　　3）四便元素R1vOぺTh02…………・一・・……・…一〇．0053
螂鱗 B11二か
　　5）五億の酸基元素　　　　　（Nb，Ta）20。………一・・・・……O．1191
今本銭物成分中二便，三憤及四憤の臨基元素はBr699e一〕及Doelte15〕の者へによりて
次に示す様に各々メクニオブ及クンクル酸監として存在するものと考へた。
　　　　　　　　　　RII〔（Nb，Ta）03〕，
　　　　　　　　　　RIII〔（Nb，Ta）O語〕3
　　　　　　　　　　RIv（Nb，Ta〕O孟〕4
黙るときは英れらの化合物の分子比は次の値となる。
　　　　　　　　　　RII〔（Nb，Ta〕03〕里昌O，0680
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　　　　　　　　　　　RIII〔（Nb，Ta）0高〕3＝0．0270
　　　　　　　　　　　RIv〔（Nb，Ta〕O鶉〕4＝O．0053
　　RII〔（Nb，Ta）O月〕2：RlII〔（Nb，Ta）O躬〕詔：Rlv〔（Nb，Ta〕O需〕’＝O．0680：O．0341：O．0053
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒12：6：1
　此等化合物をたす成分を控除した残験の成分即ちR．Hl　O。及び（Ti1Si，Sn）O。の分子
比を計算すると次の値と．なる。
　　　　　　　　R！11I　Oパ．．＿＿一。一＿．一一．・・。．O．1272
　　　　　　　　（Ti，Si，Sn）Oゴ…………・…・O．2497
而してR王1110話：（Ti，Si，Sn）O。は次の値となる。
　　　　　　　　R里I”O‘：（Ti，Si，Sn〕02＝O・1272：O・2497
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝1：1．96
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒112
從って本鑛物の†成分は
　　　　　　　　R－HlOぺ2（Ti，Si，Sn）02＝R！1H（Ti，Si，Sn〕三07
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝（Y……〕2‘Ti，Si，S11〕207
となり，大腸ピロチタン酸H。（Ti，Si，Sn）里07の堕であることを示す。
　　叉1Nh，T；1〕。O。及ぴ（Ti，Si，Sn〕0。の分子比を比較すると
　　　　（Nb，Ta）！05：（Ti，Si，Sn）0里＝O．1191：O－2497
　　　　　　　　　　　　　　　　　E1：2．1O
となる。元來ユークセン石一ポリクラーズ（Pol）・c1脳）系鑛物は酸基元素の酸化物を比
較すると
　　　　　　（Nb，Taユ！05：（Ti，Sヨ，Sn〕0！冒1：2～j16
の蟹域内に於て種々の値を示す混晶鑛物であることは是れ迄世界各地の試料に就ての報
告によって明かなことである。W・C・腕ggerは此の混晶鑛物に就て（Nb，Ta），O。：
（Ti，Si，Sn〕O戸（1：2）～（ユ1台）の値を示す化學成分のものをユークセン石と呼び一i1：4）
及それ以下の値を示す化學成分を示すものをポリクラスと呼ぶことを提唱してみる。此
のW・C・Brδggerの提唱によれば本鑛物は明にユロクセン石に属す。但しユ｝クセン石
一ポリクラス系と同様の混晶關係にあるものにPriorite－B10mstrandine系があるので単に
化學成分だけの根擦ではユークセン石かPrioriteかの断定は閉來ぬのであるが載には偲
にユークセニ・石として報貴することにしたo
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　　　　　　　　　　　　　　　　ゼノ　タ4ム
　本鏡物は現在開掘中の＾1グマクイト中には何塵にも襲見することは出來なかった。然
し第4番坑に於て爆破によって得られた粉鍍を水選したもの』中及第1坑ペグマタイト
附近の漢停の漂砂を水選レた砂鑛中は何れも手ナス石ゴルソプ石と共に混在することが
護見せられた。共の存在量は前者には甚だ稀であるが後者中には可なりの量存在し英の
結晶形によって容易に選別することが出來る。本銭物はペグマタイト自髄の中に黒雲母
と共存するが共の量は極めて稀で第1堺階麹の漂砂を水躍すれば河底り多量の試料：次探
取することが閉來る。第3中隊厘に属する寵華7番坑及び第i中隊團15番坑から探掘せ
る粉鋏を水選した砂鋳中にも特に注意して瀕察したが何れに’も護見することが咄來なか
った。
　本鋏物は大きさほ最大挫5粍以下で色は賛補色叉は褐色である。殆ど常に結晶は錐面
から成り毒だ稀に鍍画及柱面の聚形をなすものがある。叉結晶主軸の位置を中心として
中心部と外縁部とが判然たる境を以て色を異にし中心部は濃褐色で外縁部は淡黄色を呈
す。錐面に就て測角した値は次の通りである。
　　　　　　（111）〈（111）＝560　　9’
　　　　　　　　　　　　白550　30’　（D卿aに擦る）
　　　　　　（I11）〈（11i）目9㍗28’
　　　　　　　　　　　　目970　88’　（D榊aに掠る）
前記の面角測定値から軸率を計算すると次ρ値と底った。
　　　　　　C＝O．6301　（（111）〈（111）から計算）
　　　　　　　＝O．6187　（（111）〈（i11）から計算）
　　　　　　　ミO，61867　（1ヨしKユe辻■些⊂よる）
試料少き爲めに正確な比重の測定は期待し得なかった。故に結晶の品片（0．09939）を絹
隷に結びブルコホールに浸洗したものを水中に吊し化率天秤により重量減から比重を算
定した。其の結果は次の通りである。
　　　　　　比重（累）一ム・・　第・試料
　　　　　　　　　　　≡4．60　　　　　　第2．言式料
比重測定に用ひた試料は錐繭から成る結晶で第8圖に示すものである。
D副naによればゼノタイムの比重は4．45～4，56でジルコンの比重は4，68～4，70であって水
頭物は寧ろジルコンの上ヒ重に近似すq
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　　　　　　　　　　第　　八　圓　　　　　　　　　　　　化學分析に供するため樫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡そ5mmの小結晶4個を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選びこれを細末にし試料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．35469を得た。これを2分
　　　　　　　令◆∴婦溌
　　　　　　　　　　　　　　　イー．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1＝・．」．∵」．二成物を水酸化ナトリウム溶
泌幸一．二．”、．、．二．一’ @＝，、．’’’！、．1、．・㌻、．∴液で鹿理欄し舳液か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らはSi02及び一部分のA12
0。及U晶0。を定量した。残澄は灼熱したる後硫酸水素ナトリウムと熔融し融成物は5％
の硫酸に溶解し硫化水素瓦斯を通じた後白金堆禍から溶解し來った白金を硫化物として
除去した後トリウム及稀主類を；蔭酸として沈澱分離した後ThO。，Ce，0。，Ce族称上及Y
族称上を定量した。穆酸聴の沈澱渥液からは穆酸分解後監化ア：／モ邑ウム及ア：・モニア
炉てジルコン，バフ昌ウム，鐵，アルミニウム及ウランを一旦沈澱せしめ更に之を麗酸、
に溶解してクフエロンを用ひてジルコン及ハフニウムを分離定量し溶液からはウラ：・及
アルミニウムを定量した。以上の方法による分析結果は次の通りである。但し試料少き
ために分析誤差の相當犬なるを売れ得次い。
　　　　　　　　成分　　　　分析値　　　観坂産量種ジル1ン
　　　　　　　（％）
M［90　・・・・・…　　　　0．00
C■0・“……・・　　…0．00
C9，O田・・……　　　・・0．00
⑰族積土・・　　…2．09
Y族競上…　　…地14
肺203……・・　　…0．20
A1宮O呂．．．．…。　　。．・．Z48
Th0，．．……　　　一．．0．76
TiO！………　　　　　　一
SiO，・………　　　・・19．18
（Zr　HoO，　　　　。．38．15
p20パ・・・・・・・・…　　　11，90
H20＋〕………　　　　1．72
　　（％）（細博士分析）
　　　0，05
　　　2．蛎
MnO；0，12
　　　0．70
　　10．昭
　　4，28
　　3．53
UO。＝4．93
　‘0．㎝
　　0．90
　　23．00
　　39，65
　　5，30
　　2．89
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　　　　　　　　正I里0．｝…・。．。。．、。．一…．．0．57　　　S皿0里，（Nb，Taム05；1．03
　　　　　　　　　計………・……・・…99．19　　　　　　　　　98．93
以上の分析結果を見るに純粋のジルコンに比すれば稀土成分及燐酸の含量多く叉純粋の
ゼノタイムとす牝はシリカ及ジルコニブの含量が著大である。
　元來ジルコンであって山口石，大山石或は阿武隈地域のペグマタイトに件ふジルコン
の様に特に燐酸及稀士元素を件ふ塑種ジルコンがある。今宮城縣飯坂産愛種ジルコンの
分析値と比較すると本銭物は稀士元素の含量著大なれども英他の成分は左程著しい相違
はない。
　叉ゼノタイムであって並行連晶をなして其の中にジルコンを包有し分析結果に於て著
しく多量あシリカ．及ジルコ昌アの含量を示すと者へられる場合がある。從って本分析試
料が変種ジルゴソであるか或はジルコンを倖ふゼノタイムであったか葱に断言出來ない
が恐く後者の場合と考へる。
　化學魁成を決定するために各成分の分子比を計算した。但しCe族称土の平均原子量
はムa，Ce．Pr，Nd，Sm及亙uの六元素の原子量の平均を探りV族称士の牟均原子量は
實験的に測定した。lZT0，Hr）0。中の肌O。の含量は木村及弘中氏ωが本邦各地の化圏
岩ペグマタイトに鰭件する蟹種ジルコンから抽出したlZ－O，十趾O。〕混合物に一定量の
Lu，O。を加へX線スペクトル篤眞中HfのLβ、線の強さとしuのLβ雪線の彊さを比
較することによって決定した存在量の比ZTO里：H「O。目1：O，70を採用して計算した。
これによって計算した各成分の分子比は次の通りである。
　三憤元素R里m03：Fe，Oポ・一・・・・………・・O．0013
A120ぺ・・・・…　…・＿O．024＝3
Ce，03・……・　…・・…O．0000　　　　　・・O．0985
Ce族称土・…………0．0062
Y族稀土・・…　　　0．0667
四憤元素肌 O二＝lllllllllll：l1慧／・棚
　囮便の酸基元素　　　　SiO。一…一……・…一・…・・・・・・・………0．3エ39
　五憤の酸基元素　　　　P．O。・・一…．一．’．．’．’I……．’I…．…．．’．一…IIO・0838
上記の分析値からゼノタイム（R．1II0艘・P，O。）の構成成分の分子比を比較すると次の値
となる。
　　　　　　　　R～II03：P20o≡O，0985：O，0鯛8
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　　　　　　　　　　　　　　　＝1．18：1
蜘ちp20晶成分に比レこR，IH（〕＝亭が梢過剰である。次にジルーコ」ン（RlvO，・Si0。〕の榊成成
分の分子比を比較すると次の値となる。
　　　　　　　　　　Rlv（）。：SiO。＝O．3035：O．3193
　　　　　　　　　　　　　　　三0．95　：1
卵ちSi（〕・成分に比してR－vO包成分が梢々少い。然し此σ）程度の相違は前述の様に分析
誤差の範園と者へられるが或は稀上類を特に多く含む蟹種ジルコンに就て者へこ様にジ
ルコン分子中に一部のZ・及H「元素に代って稀．十類元素が入換って陰陽原子慣の相殺
が行はれてゐると想像するには好都合な結果を示す。
　　　　　　　　　　　　　　蛛次ウラン鍍
　朝鮮に産す燐次ウラン鑛に就ての報告はこれまでない。本銀川地域ψ第1中隊厩域の
ペグマタイトに随伴する白雲母叉は長石の表面に小鱗片状の本鑛物の附着するのが鐙見
せられた・叉華川郡史内面に於ては史内鏡山の束丁背方約21肝史内都落の岬北一方約700米フ）
小丘山のペグマタイトには長石に件って黄紺色の本鋳物が可なり多量産す。丹維蜘」■麻
のものは帯綾黄色なれども史内面産のものは黄雑色である。．叉丹雑鑛出産のものは桝透
　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　g　　　固
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明で小刀で結晶の小片を剥落せしめて鏡下にて光學性を観察することが出來る。史内面
産のものは岩石の分解主成物と混在して土状を呈し特に鱗片状の結晶は認め難い。本鏡
物を附着する長石片を為員乾板上に置いて共の感光為員を撮った。典れは第9固に示す
もので。ある。篤員中aには史内面産のものでb及。は丹緑鑛出産のものである。感光時
間は凡そ200時間であった。
　一月糠鑛出産のものは共の量憧かで小刀で剥落して集めたものばO・02瓦に一も至らなかっ
た。從って分析試料としては史内面産のものを探った。然し同座のものは土赦に風化し
た長石の表剛こ附着し岩石の風化果成物をも混在してみるが故に本鑛物のみを選別する
ことは出來ない。故に本銭物の最も多量附着してみると思はれる風化長石片を細末にし
て試料として4．4971瓦を得これを分析に供した。
　該試料は濃硝酸と共に重縁煎上に熱し蒸襲乾澗し硝酸及び水にて塵理し不溶解物は不
溶慶澄として定量した。不溶残澄を濾別した漁液からFe，0帥Al．0。，UO。，CaO及びMg0
を定量した。P也O吊，C0。及びH；O＋jは各別の試料を用ひた。分析結果は次の通りである。
　　　　成分　　　　分析値　　成分　　　　分析値　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　（％）
　　　　不溶残溢…　　　　　　…87．69　　　　A1里0ポ・・　　　　　　　…・O・74
　　　　CaO…　・…　　　　…・“H　・…・1．29　　　　　u0パ・・…　　　　　　　　　　…　2．20
　　　　COパ・…　　　　　　　　　　　　　O．99　　　　　II20＋〕・・・・　　　　　　　　　…　Z00
　　　　p205・・……　　　　　　　　　…O・62　　　　　H，0T）・・；　　　　　　　・・・・・…1・12
　　　　MgO……　　　　・・0，14　　　計・・…　　　　・…鰍75
　　　　Fe203…・・・　　　　　　　　…　3・16
上記の分析値から溶解物質全量に封する各成物の百分率を求むると次の結果となる。
成　分
Ca0　・…．
Mg0　…
A1203・…
Fe雪0究・・…
UOパ・・
　分析値
　（％〕
・・z1．56
　・・1．21
　・・6．62
…　28．27
－19，63
成　分
p里05・・…・
C02・“・…
H20＋〕・・
　計・・
　分析値
　（％）
…　5．50
．、．W．88
“．P7．88
一．・・X9．55
上記の成分申Fe．O。，A120。，’MgO及びCaOは岩石の風化生成物に由來すると者へられ
CO里及H．0＋〕’の含量の著大な事から炭酸融或は水酸化物として存在するものと想像さ
る。今暇一にFe圭O錺はFe｛OH）3Limonite，A1203ぱAlO（OH｝Banxite，Ca0はCaC03
C舳e，MgOはMgCO霊Mユgnes1te成分として存在すとすれば各成分の分析値は不言巳の
様な配分關係でなければならぬ。
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　　　　舳／勝倣AlO（OH）／饒二111款
　　　　肌ば二．“I’終　MgCα／統1倣
上記の配分に加算せられすに筒剰饒せるCaO，H・O及全然配分に關輿せなかったもの
帥ちU0晶及P，O。を燐友ウラン鑛の成分だとすれば英の含量は次の値となる。
胤㌻
上記の分子比を求むれば次g様である。
　　　　UO畠：CaO：P205：H20＝O．0686：O．03坐：O．0387：O．3328
　　　　　　　　　　　　　　＝1．99　　．：　1　　　　：1．12　　．：9．67
　　　　　　　　　　　　　　＝　　2　　　：　1　　　　：　1　　　　：10
從って共の化學式は
　　　　　　2UO雷・CaO・P205・1OH20≡（UO雪）里Ca（P04），・10H20
に該當し溶解全物質の33．65％混在してゐたことになる。燐次ウラ：・鎖の含水量は試料
により種々の値を示すもので最も一般は次の化學式で示されてゐる。
　　　　　　tUO，）2Ca（PO’），・8H20
けれども時にIO分子式は12分子の水を含む場合があることはDOelterの甑に指示する通
ゆであるO
賄　　　　　言
　民族の興亡を賭けて戦ってゐる現下の世界戦争は日に深刻の度を川へて來た。空に陸
に黒海に於ける立鎧的攻防戦は愈々以て苛烈横槍となつて來た。共の戦争の赦相は將に
経済力の戦争であり科學の戦争である。手槍を手挾んで戦争した昔の時代ならいざ知ら
ず現代では箪なる精楠力だけでは戦争に勝つことは絶対に問來ない。戦争に勝つために
は英牝が如何に長期に亙ると章微動だもせない経神力の基礎が確立せられてゐると同時
に敵に拮抗するだけの科學真備がなければならない。從って英塵には前線も銃後もない。
國民の凡てが第一戦の兵士と同様で石炭を掘る坑夫も野に鋤をとる農夫も研究室で試験
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管を振ってゐる學徒も凡て皆国家纏力戦に敢闘する第一線の兵隊である。而して経済力
の基礎の確立は先っ以て資源の開講特に鑛産費源の開褒が其の中核をなすものであり科
學真備の充實は科學の進展を推進するより外に方法はない。悠久三千年の歴史によって
増はれた日本民族の有する大和魂を此の際昂揚することは力より必要であるがそれのみ
に過信して科學の力を忽にしたら現代の戦争には勝てない。特に現代の科學兵器の進歩
一は資に驚異的であって共の偉大な戦争力に勤しては人間の力は無力に等しいと思はれる
ものさへある。例べば近代の科學装備を施した機動部隊の幕進するのに封じて肉弾突盤
をやって見ても毛れは蟻螂の斧に等しい場合もある。斯る戦争の挟相下では少くとも敵
に相対する丈けの科撃兵備がなければならぬ。黙るに敵は殆ど無轟藏一と言はれる豊富な
資源を以て物量により量後の世界制覇を覗ってゐる米反英である。これに封し日本は鏡
物の種類の多種多様なること世界に異例と言ってよい蔓官な國であるが資源としての存
在量は極めて貧弱で自給田來るものは殆どない。鐵，石油，アルミニウム，鋼といった現
代生産工業の基礎資材となるものム資源は無論のこと英他の金属資源でも自給田來るも
のは殆どない，所謂持†こざる国の標型的といってよい。今や大東亜共榮菌といった厘域
が我が経済領域になったけれども船の通航が極度に制約される戦争時下では英れに期待
することば出來ないことは言ふ迄もない。ゴムは南洋に腐一る程存在しても内地ではゴム
の需給に困るといった状當は當然のことである。一從って散米英の物量に封じて物量を以
てすることは到底出來ない。從って科學真備の質の向上を固り一以て十に當ることの出
來得る兵備でなければならぬ。抑々兵備の質の向上には大鎧二方面がある。勘ち兵備の
形，構造に關する方面と他の一つは其の材料に關する方面である。飛行機を作る場合に就
て考へるならば機鎧，護動機の形，構造をどうすればよいかといふ方面と英れの材料の
物理的性質の向上である。前者に關する研究も勿論大であるが今日更に大切底のは材料
の質の向上に就ての研究である。黙るに現代の兵器の基礎となるものは鐵，アルミ昌ウ
ム及銅であるがこれらの基礎資材の研究は巳に定ってゐる位壷されてゐる。從って兵器
材料に關する研究は要するにこれら基礎材料を如何にすれば本來の性能を向上し得るか
の研究に躊着す～結局それは合金の研究に待つことになる。
　稀有元素は金圏として文化合物としての要望も大であるが合金費材としての需要も賞
に偉大なるものがあって現在朝野を事げて共の開蟄を要望する所以實に其虚に存するの
である。今や稀元素を含む鑛物の分布は内地朝鮮満洲と追々と明かとなったのであるが
大磯典の存在量は貧弱である。然し1亙でも囎でも英れを開襲して科學兵器資材に供す
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ることは国家興亡の巖頭に立つ超非常時局の要望に臆へる緊急中の緊急事であって少く
とも敵に相抗するだけの科學真備が絶対必要である。然し敵に相対するだけの兵備では
戦争に勝つことは閑來ない。一封一五甜五では勝負は五分五分である。戦争に勝つため
には敵に封當する兵備プラス何物がなければならぬ。それは我が民族の持つ精神力であ
る。大和魂である。敢闘精神である。少くとも敵に対抗する科事兵備あり加ふるに我か
日本軍族の持つ烈々たる敢闘精肺あってこそ我が大東亜戦争の絶対完勝の基礎は磐石の
堅固さと言へるでありませう。かくてこそ我が民族が大きな弼搏を打って世界の空を飛
び歩くことの出來る八紘一字の新世界の建設も期待出來るのであ孔
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